
解答 1.

(1)  5点

運動方程式は
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(2) 5点

Δq における状態数は Δi = NaΔq/2π
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ここに i は整数。従って
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また、
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となり、i は –N/2 ~ N/2 のみを考えればよい。
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(3) 6点

±q で、同じ ω を与えるので2倍
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fcc構造の慣用単位胞には4個の結晶格子がある。基本単位胞は1個の結晶格

子を含み、体積は a 3/4 である。

に Vc = a 3/4 を入れて、

(3) 5点

L 点のエネルギーは 3/4 であるから、 Γ-L = 

kx の範囲は 0 ～
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(1) 6点（各1点）

① ( h1 , h2 , h3 ) = (0, 0, 0)

( h1 , h2 , h3 ) = (1, 1, 0)

( h1 , h2 , h3 ) = (1, 0, 0), (0, 1, 0), (0, 0, -1), (1,1,1)

( h1 , h2 , h3 ) = (-1, 0, 0), (0, -1, 0), (0, 0, 1), (-1, -1, -1)

( h1 , h2 , h3 ) = (0, 1, 1), (1, 0, 1), (0, -1, -1), (-1, 0, -1)

( h1 , h2 , h3 ) = (-1, -1, 0)

(2) 5点
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W 点のエネルギーは 5/4 であるから、 Γ-W = 
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最低のエネルギーは (h1, h2, h3)=(0, 0, 0) のときで
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(2) 2点

解答 3．

(1) 4点（各2点）
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(3)  2点

CD NN =

n = ND = 4.8 x 1024 m-3

(4) 2点

(6) 4点

ドナー濃度が大きいときは、フェルミ準位が EC よりも大きいので金属的に振

る舞い、電気抵抗は小さく、温度にほとんど依らない。

ドナー濃度が小さいとき、低温で絶縁体のように振る舞い、電気抵抗は大きく、

温度に強く依存する。

(5) 4点（各2点）

=DN = 4.8 x 1024 m-3

p = nie
2 / n = 4.4 x 107 m-3


